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.Abstract.

「降水確率何%から傘を持っていくべきか」という疑問から、傘指数という別の指数に興味を持ち、

自分たちも同じように自分たちの生活に役立つような指数を作りたいと考え、屋外で体育ができる

かどうかの指数を作成する研究に至った。私たちの研究では、まず、雨が降ってからグラウンドが

乾くまでの時間を、グラウンドの模型を作り、水を入れて土が乾くまでの実験を、水の量を変えて

行い、それをグラフにすることで二次関数を得て、乾く時間を求める式を作ることができた。NHK

の天気情報サイトを用いることで、予報と実際の降水量の差を調べ、どれくらい天気予報が正確

なのかがわかった。この研究を続けていくことで、暑さ指数、UVインデックスのような指数を作るこ

とができ、前日までに屋外で体育ができるかが判断できるようになることが期待できる。 
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１．序論 

（１）研究背景 

現在、人々は、降水確率、傘指数といった様々な指

数をもとに気象状況を知り、生活している。  

 これらをもとに、私たちで生活に役立つ指数を作るこ

とができないかと考えた。 

（２）研究の目的 

 日々の体育の授業や体育大会、クラスマッチで前日

に雨が降っている、当日が雨予報といった状況で、こ

れらの行事を開催できるかどうかを気象状況から判断

できる指数を作りたいと考えた。 

（３）過去の研究成果 

  指数の作成にあたって、環境省発表の暑さ指数

と、気象庁発表の紫外線情報に使用されるUVインデ

ックスを参考にした。暑さ指数の算出式は、以下の通

り要素に重みづけがされているという特徴がある。 

暑さ指数（WBGT） 

＝0.7×湿球温度+0.2×黒球温度+0.1×乾球温度 

また、これらの指数には数値を段階的に分けていると

いう特徴がある。 

（４）研究仮説 

  グラウンドの乾き具合と天気予報との誤差を要素と

して屋外運動指数（グラウンドで運動ができるかどうか

の指数）を作成することができるのではないか。 

２．調査方法 

（１）材料 

   ペットボトル 

 グラウンドの土 

8月中の予報の降水量と実際の降水量 

（２）実験方法 

(実験Ⅰ)  グラウンドの乾き具合  

 ①ペットボトルに延岡高校のグラウンドの土を入れる 

 ②そのペットボトルに事前に量を測った水を入れ、そ

の水がしみ込むまでの時間を測る 

 ①、②を水の量を変えて複数回行う 

（実験Ⅱ）  降水量予想の当たりやすさ 

 NHKの天気情報サイトを用いて、8月の延岡市にお

ける予報の降水量と実際の降水量を記録し、そのデ

ータをもとに予報の正確性を調べる。

（３）実験装置 

半分に切ったペットボトルに延岡高校のグラウンドに

土を入れたもの。そこに水を入れ、実験を行う。     

＜模式図＞ 

    ⇨ ⇨  ⇨ ⇨ ⇨  時間経過 ⇨  ⇨  ⇨  ⇨  ⇨
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（４）定義と分析方法 

 「乾き具合」を調べる実験では、水が完全に染み込

んだときを「乾いた」と定義する。 

天気予報の誤差を求める調査での「予報の降水量」

は、前日での値、「実際の降水量」は、その時間帯を

過ぎたときの値を用いる。 

３．本論 

（１）結果１ 

（実験Ⅰ）を行い得られたデータをもとにグラフを  

作成したところ、近似式として二次関数が得られた。 

（２）結果２ 

 ８月の降水量予報と実際の降水量を３時間ごとに記

録した。 

 8月6日の例

データの大きさ 240 (1日8回×30日) 

240回のうち、4mm以上の 「負の誤差」 があった回数 

15 回 

※ 負の誤差とは、予報値から実際値を引いた値が負

であるものとする 

    標本比率 R = 15/240 = 0.0625   n = 240 

 これをもとに、母比率に対する信頼度９５％の信頼

区間を求めると、［0.032、0.093］ 

（３）考察 

 まず、考察をするにあたって上図のように場合分け

をする。 

（ア）：雨が降り始めてから水たまりができ始めるまで

（イ）：水たまりができ始めてから水たまりがなくなるなる

まで 

 また、実験Ⅰにおいて高さ4mmの水を吸い込むと水

たまりができ始めたため、 

 実験A ： 4mmの水を吸い込むまで 

 実験B :  4mmの水を吸い込んだ後          

とし、水たまりができ始める前と後という観点から、（ア）

は実験Aに、（イ）は実験Bに当たると考える。まず、

（ア）では水が水滴としてぽつぽつ落ちてくるのに対

し、実験Aでは一気に水を注いでいるため、実験Aは

（ア）を何倍速かにしたものであるとみなし、（ア）の時

間を求めることができる。 次に、（イ）と実験Bは、どち

らも水たまりができ始めた後であるから、（イ）と実験B

の始点における土の状態は同じであると考えることが

できるため、（イ）と実験Bでの水のしみ込む速さは等

しいとみなし、実験で得た曲線の式をもとに（イ）の時

間を求めることができる。そして、（ア）と（イ）のじかん

をたすことによって水たまりがなくなるまでの時間を求

めることができる。 

４．結論 

d:土が乾くまでの時間 (秒)  w:１時間あたりの降水量(mm） 

t : 雨が降る時間 (時間) 



令和5年度 STI課題研究 数学分野520班 

５．課題と展望 

乾く時間を計測する実験で、データの量が少なく、近

似的な二次関数になってしまったので、確証が持てる

ようにデータの数を多くしていきたい。 

今回の研究で得られた数式を実際に雨予報の時に

使用することで、整合性を確かめ、より実際の値に近

づくように調整をしていく。そして、天気予報との誤差

を式に組み込むことで、暑さ指数、UVインデックスの

ような指数を作成していきたい。 
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